
算数科学習指導案  

 

 

１. 単元名  

４年「式と計算」 ５年「分数のたし算とひき算」 ６年「比」  

 

２．単元について  

【４年「式と計算」】  

 本単元のねらいは，やや複雑な場面の数量の関係をよみとり 1つの式に表すことと，

その式の計算の手順を理解させ，計算ができることである。その中で ( ）を用いた式や

四則の混合した式を立てることを通してそのよさと計算の順序を理解させていきたい。 

 計算を正しく行うとともに，問題場面を読み取り，式の意味を理解したり式の立て方

を考えたりする学習を通して，それらの考えを生活の中で使う力を育てていきたい。  

【５年「分数のたし算とひき算」】  

 本単元では，異分母分数の大小比較や加減の計算のしかたを学習する。これらを理

解するためには，分数の相等や大小についての考え方をもとにしなければいけない。

３・４年生の分数の既習事項を再度確認しながら，分数についての理解を深め，約分

や通分の意味と方法を理解し，異分母分数の加減の計算を確実にできるようにしてい

きたい。  

【６年「比」】  

 ５年生の３学期に割合の意味と表し方を学習し，一つの数量を基準にして「 aはbの３

倍」，「 aはbの40％」など，割合を１つの数によって表す方法を学習してきている。６

年生のこの単元では，aとbの割合について「2：3」と表す比の表し方を学習する。まず，

できるだけ具体的な場面を通して，比の意味と表し方について理解させたい。そして，

比の値，等しい比，比の性質，比を簡単にするなどの意味や求め方を理解させ，比の

考え方を使って具体的な事象に適用し，問題を解決できるようにしていきたい。  

 

３．児童の実態（ア：教科の内容に関すること  イ：特性に関すること） 

 実  態 付けたい力 指導の工夫 

Ａ 

 

４
年 

ア．（ ）を用いた式や四則の
混合の式の計算の仕方を理解
しているが，文章題を読んで
立式することが難しい。 

 
 

・文章問題を読んで1つの
式に表すことができ
る。 

 
・計算の順序を考えて正
しく計算することがで
きる。 

・具体的な活動や操作に結び付け
やすい買い物場面の問題を用意
する。 

・最初に計算するところから，番
号をうつ。 

 

イ．発問の意味が分からなかっ
たり，自分が出した答えの間
違いを指摘されたりするとパ
ニックになる。 

 

・分からないことがあっ
た時に泣かずに聞くこ
とができる。 

・分からない時は聞くように指示
を書いておく。 

・苦手な問題を用意し，自分から聞

くことができる場面をつくる。 

Ｂ 

 
５ 

年 

ア．「分数のたし算とひき算」
の計算は，約分のし忘れがあ
り，正確にできないことがあ
る。 

 

・約分を正しく行い，分
数の計算ができる。 

 

 

 

・約分することを忘れていたら声
をかけ，約分をするところを示
すが，自分で気付くことができ
るよう，計算のあとを残してお
くよう指示する。 

 
イ．新しいことや見通しがもて
ないことへの不安が大きい。 
・音への過敏性があり，集中
を持続させることが難しい。 

 

 

・課題に集中して最後まで

取り組むことができる。 

 
・確実にできる問題から取り組む

ようにする。 

・集中して取り組めるよう，聴覚刺

激を統制する。 



５ 
 

６ 

年 

ア．最小公倍数，最大公約数の
理解が十分でないため，通分
に時間がかかる。 

 

・異分母の加減法の仕方
を理解し，正しくでき
る。 

 

・最小公倍数・最大公約数の算出
の仕方が確認できるよう，ヒン
トカードを用意する。 

 

イ．まちがえると不安定になり，
そこから集中して取り組むこ
とが難しくなる。 

 

・分からないところを自
分で聞いて解決するこ
とができる。 

・確実にできる問題から取り組め
るようにする。相談員を近くに
配置し，いつでも聞くことがで
きるようにする。 

Ｄ 

 
６
年 

ア．等しい比を求めたり，比を
簡単にしたりすることはでき
るが，比を使って問題を解決
することは，は難しい。 

・比を使った問題の解き
方を理解し，解くこと
ができる。 

・文章問題が理解できるよう，線
分図などの視覚資料を用意す
る。 

イ．言葉の指示を理解すること
が難しく，取り組みに時間が
かかる。 

・指示を聞いて理解して
取り組むことができ
る。 

・一指示は簡潔にして，一つ一つ
確認しながら出す。 

Ｅ 
 

６
年 

ア．等しい比を求めたり，比を
簡単にすることができたり，
比を使って問題を解決するこ
とができる。 

・文章題を読んで等しい比
を求めたり，比を簡単に
したりすることができ
る。 

・簡単な問題の解き方を使って解
決できるような段階を踏んだ問
題を用意する。 

イ．理解力があるが，欠席が多
いため，学習の定着が難しい。 

・自分で手がかりを見つ
け，問題を解いていくこ
とができる。 

・既習内容を想起できるよう，問
題解決の手順や方法を提示す
る。 

Ｆ 

 

６ 
年 

ア．等しい比を求めたり，比を
簡単にすることができるが，
比を使って問題を解決するこ
とは，文章が理解できれば，
自分で解くことができる。 

ア．文章題を正しく読んで
等しい比を求めたり，比
を簡単にしたりするこ
とができる。 

・問題文の意味を図や絵などで示
し，イメージができるようにす
る。 

イ．問題を写し間違えたり，自
分の書いた数字を読み間違え
たりして，まちがえることが
ある。 

・他の児童の様子に気を取ら
れ，集中して取り組むことが難
しい。 

・問題の読み間違い，写
し間違いがないよう，
自分で気を付けて読ん
だり書いたりできるよ
うにする。 

 

・文章題を正しく読むことができ
るよう，ふりがなをつけたり，
分かち書きにしたりする。 

・問題文をノートの近くに置き，
対比させながら正しく書くこと
ができるようにする。 

Ｇ 

 

６ 

年 

ア．等しい比を求めたり，比を

簡単にすることができたり，

比を使って問題を解決するこ 

 とができる。 

・文章題を読んで等しい比

を求めたり，比を簡単に

したりすることができ

る。 

・問題を解く前にどのように説くと

よいか見通しをもたせ，手取り組

むことができるようにする。 

イ．自分がこれでよいと思った

ことを訂正されることに抵抗

がある。 

 

 

・他の考え方や方法もある

ことを知り，受け入れる

ことができる。 

 

・課題解決のための選択肢をいくつ

か用意し，自分で選択して取り組

めるようにする。 

 

 

 

４. 単元の目標  

４年 （   ）を用いた式や四則混合式の意味，計算順序を理解し，問題を１つの
式に表して計算することができる。  

５年 異分母分数の加法及び減法の計算のしかたを考え，正しく計算ができる。  

６年 比の値，等しい比，比を簡単にするなどの意味や求め方を理解し，比の考え方
を使って，問題を解決することができる。  



５. 単元指導計画（６年生）    抽出児（D児，G児）  (全９時間） 
 
単元の目標 

 

単元指導計画 

 時 主な学習活動 個別の目標 評価規準 

１ 

 

比 

と 

比
の
値 

(1) ・分量を変えて作ったカル
ピスの中で同じ味になる
のはどれか考える。  

・カルピスの素と水の割合
の表し方や，比の用語を
知る。  

D：比の意味と表し方がわ
かる。 

G：同じ味になると思う  

 わけを比を使って話す
ことができる。  

・2つの数量の割合  

 を○：△という比  

 の形で表すことが  

 分かる。  

  【知識・理解】  

(2) ・カルピスの素と水の量の
割合を比で表す。  

・4：6や8：12のカルピスは
大さじに替えると比はど
うなるか考える。  

D：4：6の比を2：□に  

 したときの□の値が  

 分かる。  

G：いろいろな比の表し  

 方のもとになるもの  

 がわかる。  

・何を１とみるかに  

 よって，2：3や4 

 ：6などいろいろ  

 な表し方があるこ  

 とが分かる。  

  【知識・理解】  

(3) ・カルピスの素の量は水の
量の何倍になっているか
考える。  

・比の値の用語と意味を知
る。  

・比の値の表し方を知る。 

D：比の値の求め方が分  

 かる。  

G：比の表し方を基にして
割合と比の値を関連付
けて理解できる。  

・○：△の比の値は， 

 ○÷△で求めるこ  

 とが分かり，この  

 比の値が等しい時  

 に，比は等しいと  

 いうことが分かる。 
【知識・理解】  

２ 

 

等
し
い 

比 

(1) ・等しい２つの比2：3＝4 

 ： 6の関係について考え
る。  

・比を簡単にするよさを理
解し，用語を知る。  

D：等しい比の性質を利用
して，できるだけ小さな
整数の比にすることが
できる。  

G：2：3＝4：6がなぜ  

 等しい比になるのか  

 自分の考えを発表で  

 きる。  

・○：△の○と△に  

 同じ数をかけても， 

 ○と△を同じ数で  

 わっても比は等し  

 いことを知り，等  

 しい比を作ったり， 

 比を簡単にするこ  

 とができる。  

 【知識・理解】【技能】 

(2) ・0.6：2.7，4/5：2/3の比を  

 できるだけ小さな整数の
比になおす。  

 

D：小数や分数を整数の比
になおすことができる。 

G：小数は10倍すると  

 整数になること，分  

 数は通分することが  

 分かり，整数の比になお
すことができる。  

・小数の比は整数に  

 してから，分数の  

 比は通分してから， 

 簡単な比にするこ  

 とが分かり，なお  

 すことができる。  

  【技能】  

３ 

 

(1) ・たてと横の長さの比が3 

 ：4である長方形の横の  

D：図を手がかりに，たて
と横の長さの関係を知

・等しい比の考え方  

 を使って２つの数

    観 点             目     標 

６ 

年 

算数への関心・意  

欲・態度  

・身の回りから，比を見つけようとしている。  

・２つの数量の割合を簡単に表せる比のよさに気づき，それを用いよ

うとしている。  

数学的な考え方  ・比の考え方を使って，問題を解決することができる。  

数量や図形につい  

ての技能  

・２つの数量の割合を比で表したり，等しい比を見つけ，比を簡単に

することができる。  

数量や図形につい  

ての知識・理解  

・比の値，等しい比，比を簡単にするなどの意味や求め方を理解する

ことができる。  



比
を
つ
か
っ
て
み
よ
う 

 長さは96mで，たての長  

 さが何ｍか求める。  

 

り，比を使って計算がで
きる。  

G：たての長さの求め方  

 は等しい比の考え方  

 を使えばよいことに  

 気づき，計算ができる。 

量のうち一方の値
が分かっていると
き，他方の値を求め
ることができる。  

  【技能】  

  【数学的な考え方】  

(2) ・シール120枚を姉妹で5 

 ：3になるように分けた  

 時の妹の枚数を求める。  

・姉の枚数を求める。  

D：120枚は８とみるこ  

 とが分かり，比の値  

 を使った考えで妹の  

 枚数を求めることが  

 できる。  

G：120枚を８とみるこ  

 とを使って妹の枚数  

 を求めることができる。 

・比の考えを使って，
全体の割合を求め，
問題を解決してい
る。  

  【技能】  

  【数学的な考え方】  

４ 

 

練
習 

(1) ・教科書の練習問題に取り組む。 D：P103とP102の1,2を 

 自分で解くことがで 
 きる。 
G:p102の3,4の問題を自分
で解くことができる。 

・等しい比を作ったり，比

の値を求めることがで

きる。 

 また比を簡単にしたり，

比の性質を使って，文章

問題を解くことが 

 できる。 

  【知識・理解】 

  【技能】 

 【数学的な考え方】 

 

(2) 

本

時 

・「ひみつの手紙（暗号文）」 

 を解くために，  比の学  

 習内容を使って，それぞ  

 れの問題を解く。  

D，G：自分の問題を正  

 しく解くことができ，  

 ひみつの手紙を解読  

 することができる。  

 

 

６．研究に関わって  

（１）テーマ 

 「個々の実態に応じ，出口の姿を明確にした算数の授業をめざして」  

 

（２）研究内容 

①個々の学習状況の把握  

・プレテストや評価テストの利用 

    単元の初めにはプレテストを行い，定着度やつまずきの箇所を把握する。また，
授業後に評価テストを行い，定着の状況を把握するとともに，手立ての検討をし
ている。 

  ・単位時間の学習活動における学習状況の把握 
一人一人の考え方や課題解決の仕方について言葉や図などで説明させることで，

理解の状況を確認する場を位置づけている。仲間との学び合いでは意見を交流するこ
とを通して，仲間との関係づくり，コミュニケーションにおける状況を把握する。  

・家庭学習による定着と見届け 
  その日に学習したことの定着を図るために，算数においては，学習したところや

その関連するところを家庭学習とし，定着やつまずきの状況を毎日つかむように
している。  

②個に応じた出口の姿の明確化  

  子どもたちが主体的に学習を進め，力をつけるために，何をねらいとしてどんな
力をつけていけばいいのか，教師自身が単元や一時間の見通しを持った指導を考え
ていくことが大切である。  

 学年相当の力をつけ，将来の自立に向かうためにも，７人とも毎時間ごとに出口
の姿をはっきりさせて指導をしている。特に，今日は何をどこまで行うのかを明確
にすることによって，児童も見通しをもって取り組むことができると考えている。
また，算数においては個々に応じた評価問題の問題数や内容を考えることで，子ど



もたち一人一人が「わかった」「できた」という達成感を感じることができると考
えている。  

③学級集団としての活動の工夫  

 ７人が共通して苦手としていることは，人とのコミュニケーションがうまくいか
ないことである。そこで，交流学級や集団での生活での学びの手助けとして，まず
は，７人という小集団において，教科の時間を利用をしながら，コミュニケーショ
ン能力を養うことを考えた。そして，その一つの活動として，子どもたちが楽しめ
る「ひみつの手紙」を教材として取り入れることを考えた。  

 「ひみつの手紙」の時間は，算数の各単元のまとめの時間に位置付けている。１
単位時間の前半は，個に応じた練習問題を解き，自分ができるようになったことを
確認する時間としている。そして，後半は，練習問題を解くことによって，児童が
得ることができた文字をつなぎ合わせて「ひみつの手紙」を解読する。そして手紙
の答えを導き出すために，約束にしたがって相談するという共同作業を位置づけて
いる。このように，１単位時間を個に応じた学習をする時間とお互いに関わり合い
ながら学習する時間の２段階で考え，教科学習の中に自立活動の要素も取り入れて
構成している。  

 

 

７，本時のねらいと展開  

※別紙参照  

 

 

８，環境設定図  

    ※  個々の特性に配慮した机列の工夫をしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    黒板 

Ａ ４年 

Ｂ ５年 Ｃ ５年 

Ｄ ６年 

Ｅ ６年 Ｇ ６年 

Ｆ ６年 

不安が強いので必要に応じ

て衝立を使用 

個別支援が必要なので教師の近くにする。 

刺激し合って悪影

響になる児童の席

を離す。 



                                                      



                                                 【ポイント①】（個に応じた指導・援助の工夫） 

 実態分析に基づき、必要な指導・援助の内容を明確にする。想定されるつまずきについて、学習過程のどの場面でどのように指導するかを明確にする。 

【ポイント②】 

（学習活動の工夫） 

７人の児童が学級

集団として仲間を

意識して学習がで

きるよう，以下のよ

うな工夫をしてい

る。 

①児童が問題を１問

解くと，「秘密の

手紙」の１文字を

獲得することがで

きる。 

②児童が全ての問題

を解くと，「秘密

の手紙」のすべて

の文字がそろい，

手紙の解読ができ

る。（答えを間違

えると手紙が解読

できない） 

③「秘密の手紙」に

書いてあるクイズ

を解読し，その答

えを皆で考える。 

【ポイント③】（個の学びと仲間とのかかわりの両面を大切にした指導） 

 １単位時間を個に応じた指導をする時間と、互いにかかわり合いながら学習する時間の２段階で考え、教科学習の中に個の障がいによる学習上または生活

上の困難を改善・克服するための自立活動の要素を取り入れて構成する。 



 


